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主催
1. 情報・システム研究機
構データサイエンス
共同利用基盤施設
（ROIS-DS）
人文学オープンデータ
共同利用センター
（CODH）

2. 人間文化研究機構 国
文学研究資料館

3. 情報・システム研究機
構 国立情報学研究所
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AIがくずし字を読む時代が
やってきた

•事前申込375名！！
•今日のテーマ＝「くずし字AI」
•「くずし字」という人文学分野と、
「AI」という情報学分野の接点。

•様々な分野の方々が、いわゆる「文系」
「理系」の壁を越えて集まる。

• AIを必要以上に恐れることなく、便利な
道具として使いこなせるか？
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シンポジウムのきっかけ
「くずし字」の認識に世界の
AI研究者・技術者が挑戦
―全世界的コンペティション
をKaggleで7月から開催―

11月に表彰式

NIIプレスリリース
2019年7月10日
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くずし字データセットが
100万文字に「本日」到達！

•くずし字AIを開発するには「データセッ
ト」が不可欠（今日の大事なポイント）。

•国文学研究資料館が日本史上最大（？）
100万文字のくずし字データセットを構
築し、CODHがそれを整理して公開。

•データセットがくずし字AI研究を活性化
し、Kaggleコンペなどに発展した。

•似たような展開は他のテーマでも可能？
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プログラムの構成
•セッション1－日本の文字文化とAI
•基調講演－AIによるくずし字認識の展望
•セッション2－くずし字データセット100
万文字公開とデジタル人文学研究

•セッション3－Kaggleコンペティション
•セッション4－Kaggle授賞式、Kaggle入賞
者講演、ディスカッション

•人文学から情報学へとテーマが変化。
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デモコーナー
1. ROIS-DS人文学オープンデータ共同利用セン
ター（くずし字AI、顔コレ、歴史ビッグデー
タ、近代OCR）

2. 国文学研究資料館（データベース、古典籍）
3. 奈良文化財研究所
4. 東京大学史料編纂所
5. 国立国会図書館
6. 国立歴史民俗博物館
• 日本の文字文化に関する研究を一覧できます！
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Kaggle授賞式・講演
•「くずし字」の認識に世界のAI研究者・
技術者が挑戦！

•結果：1位中国、2位ロシア、3位日本、4
位中国、5位ドイツ。くずし字が読めな
くても、研究に参加できる。

•上位10名のうち、6名が本日参加！それ
ぞれの解法および感想を講演する。

•世界規模の広がりを肌で感じて下さい！
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日本文化とAI

• AIがどんな役割を果たすか、どんな危険
があるかは、使いながら考えていく。

• AIが文字を読んだとしても、意味はわか
らない。最終決定はあくまで人間。

• AIは日本文化の研究を進展させる道具と
して、今後は不可欠になるでしょう。

•皆さんと一緒に、日本文化とAI研究の関
わり、その未来を考えていきましょう！
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